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Ⅱ 高校生活に関するアンケート調査結果の概要 

１ 調査の目的 

  この調査は、Ｒ２再編計画に係る評価を行い、今後の高校教育の充実、改善を図るため

の基礎資料を得ることを目的とする。 
 

２ 調査の対象と回収状況 

 標本数 有効回収数 回収率 

再編統合校の新校3年生 934 552 59.1% 

再編統合校の新校3年生の保護者 934 320 34.3% 

再編統合校の新校教員 245 136 55.5% 

比較対象校3年生 991 786 79.3% 

合計 3,104 1,794 57.8% 

 

３ 調査方法 

(1) 学校を通じて配付 

(2) 電子申請サービスを活用して、回答を回収 
 

４ 調査時期 

令和４年12月１日（木）～ 令和５年１月12日（木） 
 

５ 調査結果の主な概要 

（１）満足度について（生徒対象：全科共通） 

   ・入善   生徒同士の関係(65%)、学習相談等（63%）、部活動（63%） 

      ・富山北部 生徒同士の関係(75%)、ICT 機器の活用(72%)、教科指導(69%) 

      ・高岡   生徒同士の関係(87%)、教科指導(83%)、個人面接(81%) 

      ・南砺福野 部活動 (74%)、生徒同士の関係(72%)、先生とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(69%) 

   ○いずれの学校も共通して、「生徒同士の関係」の満足度が高い。 

 

（２）達成度について（生徒対象：全科共通） 

   ・入善   ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力(67%)、進路・将来の明確化(67%)、仲間と協調する力(64%) 

     ・富山北部 仲間と協調する力(83%)、進路・将来の明確化(80%)、 

         一般教養・知識を増やすこと(77%) 

   ・高岡   論理的思考力(87%)、幅広い見方(87%)、一般教養・知識を増やすこと(84%) 

      ・南砺福野 仲間と協調する力(78%)、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力(76%)、 

         一般教養・知識を増やすこと(75%) 

   ○多くの学校で、今までの高校生活において「仲間と協調する力を伸ばすこと」「一般

教養・知識を増やすこと」について、達成できているという回答が多い。 
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（３）各学校の特色について役立っているもの（生徒対象） 

   ・入善   専門科目「観光基礎」「エリアスタディ」の開講(72%) 

      ・富山北部 専門科目「スポーツ１～４」の開講(78%) 

   ・高岡   基礎学力を充実するための教育活動の実施(86%) 

   ・南砺福野 専門教科「英語」や「第2外国語」の開講(44%) 
   

（４）保護者満足度（保護者対象） 

   ・入善(88%)  ・富山北部(75%) ・高岡(85%) ・南砺福野(76％) 

   ○いずれの学校も７割以上の満足度である。 
 

（５）学校規模のメリット（教員対象） 

   ・入善   部活動の活性化(52%)、教員一人あたりの担当科目数(48%)、学校行事の

活性化(45%)、選択科目の増加(45%)                 

      ・富山北部 部活動の活性化(82%)、選択科目の増加(63%)、生徒同士の切磋琢磨

(63%)、学校行事の活性化(63%)、教員一人あたりの担当科目数(63%) 

      ・高岡   部活動の活性化(70%)、学校行事の活性化(70%)、 

生徒同士の切磋琢磨(70%) 

   ・南砺福野 部活動の活性化(71%)、学校行事の活性化(71%)、 

生徒会活動の活性化(60%) 

      ○いずれの学校も「部活動の活性化」「学校行事の活性化」の回答が多い。 
 

（６）効果があるもの（教員対象） 

   ・入善   フィールドワークや各種機関等と連携した教育活動の実施(85%) 

      ・富山北部 大学や企業と連携した教育活動の実施(68%) 

   ・高岡   基礎学力を充実するための教育活動の実施(63%) 

   ・南砺福野 施設・設備の充実(71%) 
 

（７）記述回答項目における主な意見 

  【生徒】 

・プレゼンテーション力や情報収集力、論理的思考力などを高めることができた。 

   ・進路選択において参考となったり、選択の幅を広げたりすることにつながった。 

   ・講座の内容が今後に役立つとは思えなかった。 

  【保護者】 

   ・高い志を持った仲間と切磋琢磨して勉強や部活動に取り組むことができた。 

   ・職業科ならではの授業があり、専門分野の指導が充実していることが良かった。 

   ・コロナ禍ということもあり、本来できるはずの子どもの活動が制限されたり、学 

校行事を参観する機会がなかったりしたことが残念だった。 

  【教員】 

   ・部活動数や行事が増えたことで生徒の成長やモチベーション向上につながった。 

・生徒が増えたことで活気がある。その一方、細かい目配りが難しい面もある。 

・生徒間の学力差が大きくなり、学習意欲を高める工夫が難しくなった。 


